
企画セッション多要素認証を「使ってもらう」た
めのユーザーコミュニケーションとは
〜情報セキュリティとユーザー意識のバランスを
考える〜

AXIES2023年年次大会
3日目 15AM2B @B会場
ユーザーコミュニケーション部会



セッション趣旨説明

• 多要素認証技術の導入では「利用者の受容」や
「サポート負荷」がしばしば焦点になる。
技術的な側面のみからでは扱いきれないこれらの話題を
ユーザーコミュニケーションの課題として捉え、
多様な立場の参加者間で情報交換を行う

• 本日はパネルディスカッションが中心です
会場からの積極的な質問・話題提供をお待ちしています



セッション内容

• パネリスト
尾崎拓郎（大教大）：全構成員多要素認証導入済の立場から
森村吉貴（京都大）：教職員のみ多要素認証導入済の立場から
佐合尚子（愛知大）：多要素認証導入準備中の立場から
水元明法（NII）：学術認証連携を推進する立場から

• モデレータ
森本 尚之（三重大）

• 各パネリストから１０分間の事例紹介後
パネルディスカッション（４５分程度）



UC部会紹介

• Slack：現在、部会の情報
はSlackを通じて配信中で
す。お気軽にご参加くださ
い

• 講演資料については、後日
Slack上でも共有します



関連イベント紹介

セミナー「UDフォントを通じたITシステムのアクセシビリティ向
上の理解と実践」

【日時】2023/12/22（金）13時00分〜15時00分
【場所】京都大学吉田キャンパス及びオンライン（Zoom）
【概要】UDフォントを開発されているモリサワさまと、それを利用し
てアクセシビリティ向上している教育機関をお招きしてコンセプトや事
例の紹介をいただきます
【主催】ユーザーコミュニケーション部会・ソフトウェアライセンス部
会・京都大学学術情報メディアセンター
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